





































































































































4） L1については、 Moos(2002)や Kiefel(2012)を参照
のこと。
表1　各種生物が保有する免疫グロブリンスーパーファミリー数
生物名 種　名 動物群 タンパク質数 ドメイン数
センモウヒラムシ Trichoplax adhaerens 平板動物 73 165 
イソギンチャク Nematostella vectensis 刺胞動物 195 451 
ナスビカサガイ Lottia gigantes 軟体動物 236 539 
ヒル Helobdella robustu 環形動物 261 600 
線虫 Caenorhabditis elegans 線形動物 183 1718 
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